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平成２２年６月１日 �
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米
国
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
義
務
化
等
に
よ
り
普
及

が
進
ん
だ
結
果
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
、
１
９
７
０
年
代
の

６
千
人
程
度
か
ら
最
近
で
は
３
千

人
程
度
ま
で
半
減
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
に
よ
り
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
目

で
煙
や
炎
を
見
た
り
、
鼻
で
臭
い

を
感
じ
た
り
、
耳
で
パ
チ
パ
チ
と

い
う
音
を
聞
い
た
り
と
五
感
に
よ

っ
て
気
づ
く
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
就
寝
中
や
仕
切
ら
れ

た
部
屋
な
ど
で
物
事
に
集
中
し
て

い
る
時
な
ど
は
、
火
災
に
気
づ
く

の
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

家
庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
知
ら
せ
て

く
れ
る
の
が
住
宅
用
火
災
警
報
器

で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

大
き
く
分
け
て
、
煙
を
感
知
し

て
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
「
煙

式
」
と
熱
を
感
知
す
る
「
熱
式
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

原
則
は
、
煙
式
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
を
感
知
し
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
だ
け
が
警
報
音
の

鳴
る
「
単
独
型
」
と
接
続
し
て
い

る
す
べ
て
の
警
報
器
の
警
報
音
が

鳴
る
「
連
動
型
」
が
あ
り
ま
す
。

　

電
源
は
、
電
池
方
式
や
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
と
る
方
式
が
あ
り
ま
す
。

※
耳
の
不
自
由
な
方
は
、
光
を
発

す
る
機
器
な
ど
を
取
り
付
け
る
こ

と
で
、
音
以
外
の
方
法
で
火
災
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

原
則
と
し
て
寝
室
と
避
難
路
と

な
る
階
段
に
設
置
し
ま
す
。

�
�　

普
段
就
寝
に
使
う
部
屋
に

　

設
置
し
ま
す
。

　
　

子
ど
も
部
屋
な
ど
で
も
就
寝

　

に
使
っ
て
い
る
場
合
は
、
設
置

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

�
�　

寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の

　

最
上
部
に
設
置
し
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
、
階
段
室
が
火
災
に

よ
る
煙
の
集
ま
り
や
す
い
場
所

で
、
２
階
か
ら
の
避
難
経
路
と

な
る
か
ら
で
す
。　

　
　

２
階
建
で
、
１
階
の
み
に
寝

　

室
が
あ
る
場
合
は
、
階
段
に
は

　

設
置
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�　

全
く
寝
室
に
利
用
し
て
い

　

な
い
階
で
も
７
㎡
（
四
畳
半
）

　

以
上
の
居
室
が
５
以
上
あ
る
階

　

に
は
、
廊
下
に
設
置
が
必
要
で

　

す
。

※
台
所
は
設
置
が
必
要
な
場
所
と

し
て
義
務
化
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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火
災
の
煙
は
、
上
に
昇
っ
て
か

ら
天
井
に
広
が
り
ま
す
。
壁
際
に

は
空
気
が
た
ま
っ
て
煙
が
届
き
ま

せ
ん
。
煙
が
下
に
降
り
て
く
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

壁
際
や
低
い
位
置
に
は
設
置
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

中
心
を
壁
か
ら　

�
以
上
離
し

６０

て
取
り
付
け
ま
す
。

　
　

梁
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
の
中
心
を
梁

　

か
ら　

�
以
上
離
し
て
取
り
付

６０

け
ま
す
。

�
�
�　

天
井
か
ら　

〜　

�
以

１５

５０

内
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
中

心
が
く
る
よ
う
に
取
り
付
け
ま

す
。

※
換
気
扇
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
吹

き
出
し
口
か
ら　

ｍ
以
上
離
し

１.５

ま
す
。

※
詳
し
い
取
り
付
け
方
は
、
各
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
扱
い

説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

お
近
く
の
消
防
設
備
販
売
店
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　

既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
に
は
、

煙
式
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池

式
が
お
勧
め
で
す
。
専
門
業
者
の

工
事
も
不
要
で
、
自
分
で
購
入
し

て
定
め
ら
れ
た
場
所
に
取
り
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
取
り
付
け
に
配
線
工
事
を
伴
う

場
合
は
、
電
気
工
事
士
で
な
け
れ

は
行
え
ま
せ
ん
。　

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
省
令
等

に
よ
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
購
入
す
る

際
は
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
に
合
格
し
た
こ
と
を
示
す
「
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
」
が
貼
付
さ
れ
た
も
の

を
お
勧
め
し
ま
す
。　

　
�
�
�
�

　

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
は
火
災
の
早
期
発
見
が

不
可
欠
で
す
。

　

罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
切

な
家
族
や
ご
自
身
の
命
を
守
る
た

め
に
早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
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　放火自殺者等を除く失火等によ
る死者数は、１,１２３人となってい
ます。
　これを時間帯別にみると、２２時
から翌６時までの間の死者が４７０
人で全体の４２％を占めています。
　また、６５歳以上の方が７１０人と
６０％を超えており、増加傾向が続
いています。

資料：平成２１年消防白書

������

　住宅火災による死者（放火自殺
者等を除く）を発火源別にみると、
たばこによるものが１８％で最も
多く、次いでストーブが１４％、こ
んろが６％の順となっています。
 資料：平成２１年消防白書

��������	
�����������

　消防署員などと偽って、高額な
住宅用火災警報器を売りつける悪
質な業者がいます。
　消防署員や役場職員が機器の販
売や取り付けを強要することはあ
りません。

住宅用火災警報器に関する相談・
お問い合わせは
住宅用火災警報器相談室

�０１２０－５６５－９１１
※月曜～金曜９：００～１７：００

中播消防署予防係 　�２３－０１１９
住民生活課 �３４－０９６３

（出典）社団法人日本火災報知機工業会
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平成２２年６月１日 �
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・
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
、
学
習
指
導
の
充

　

実
を
図
り
ま
す
。

・
自
力
解
決
に
向
け
た
家
庭
学
習
に
取
り
組

　

み
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�


�
�

�

�
�
�
�
�

・
兵
庫
型
教
科
担
任
制　

５
・
６
年

　
　
「
国
語
・
算
数
」　
 

寺
前
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
 

　

粟
賀
小
学
校

・
兵
庫
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　
　
 

　

越
知
谷
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　

／
２

１１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
	


�
�

�

�
�
�

・
外
国
語
活
動
研
修　
 

寺
前
小
学
校

・
読
書
指
導
や
読
み
聞
か
せ
の
機
会
を
大
切

　

に
し
ま
す
。
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・
情
報
教
育
研
究　
 

南
小
田
小
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

・
ひ
ょ
う
ご
っ
子
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
サ

ポ
ー
ト
事
業　
 

粟
賀
幼
稚
園

��
�
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�
�
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�
�
�
�
�

・
教
師
力
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

・
学
級
経
営
に
努
め
ま
す
。

・
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
ま

　

す
。

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
日
の
う
ち
で
話

し
合
う
時
が
い
っ
た
い
何
時
間
、
い
や
何
分

間
あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
時
々
考
え
ま
す
。
特

に
最
近
で
は
、
忙
し
さ
に
つ
い
、
朝
は
バ
タ

バ
タ
と
子
ど
も
を
送
り
出
し
て
、
仕
事
に
疲

れ
て
帰
っ
て
く
る
夕
方
は
、
食
事
の
用
意
と

後
か
た
づ
け
、
気
が
つ
く
と
、
子
ど
も
た
ち

は
も
う
ぐ
っ
す
り
と
お
休
み
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
何
も
話
し
て
く
れ
な
い

と
不
満
を
言
っ
て
も
、
私
は
、
実
際
子
ど
も

た
ち
と
話
を
す
る
時
間
を
つ
く
っ
て
は
い
な

い
の
で
す
。
幸
い
に
も
い
ま
の
と
こ
ろ
、
親

に
反
抗
す
る
よ
う
な
態
度
は
な
い
け
れ
ど
、

一
方
的
な
親
の
意
見
ば
か
り
押
し
つ
け
て
、

ガ
ミ
ガ
ミ
う
る
さ
く
言
っ
て
い
る
と
心
の
中

で
は
反
抗
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

時
々
、
子
ど
も
の
日
記
を
見
て
、
ハ
ッ
と

す
る
こ
と
も
あ
る
。
子
ど
も
に
教
え
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
仕
事
が
忙
し
い
、

家
事
が
忙
し
い
、
そ
の
繰
り
返
し
。
も
う
少

し
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
と
一
日
の
出
来
事
を
話
し
合
い
、
愛
情
を

持
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
け
る
母
親

に
な
り
た
い
と
常
に
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
子
文
集
よ
り

・
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く

　

り
に
努
め
ま
す
。
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好きな得意な�
　教科がある（小５）�

好きな得意な�
　教科がある（中２）�

学習や�
部活が楽しい（中２）�

勉強や�
遊びが楽しい（小５）�

0 20 40 60 80 100

いいえ�あまり�だいたい�はい�

102

109

101

96

8

17

9

24

2

3

1

8

1

1

2

�

％�

��������	

・勉強、遊び、部活が楽しい「はい」
　小５：９１％　　中２：８３.８％

��������	
��
�������

�学力・遊び　�安心安全な学校・園づくり
�いじめ不登校のない学校づくり

特になし�

開かれた学校・園�

教員の資質・指導�
安心安全な学校・園�

進路指導�
体験活動�

基本的な生活習慣�
いじめ不登校のない学校�

道徳教育�
学力向上�

人権教育�
健康体力�

0 20 40 60 80 100

95
43
41

19

7
39

73
13

43
72

10
46

幼稚園の読み聞かせ
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「
自
然
学
校
」　
 

５
／　

〜　
２４

２８

　
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク
」

 

神
崎
中　
　

６
／
７
〜　
１１

 

大
河
内
中　
　

／　

〜　

１０

１８

２２
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・
全
国
体
力
・
運
動
能
力
調
査

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

・
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
 

６
／　
１２

・
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
大
会　
 

　

／　
１１

２８

・
神
河
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
　
　
 

１
／　
３０

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

 

毎
月
最
終
日
曜
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

・
お
い
し
い
学
校
給
食
の
実
施

・
栄
養
指
導

・
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
の
実
施
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�

・
道
徳
教
育
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
道
徳

学
習
を
進
め
ま
す
。

・
人
権
教
育
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
全
領

域
に
お
い
て
人
権
意
識
を
高
め
ま
す
。

・
西
同
教
指
定
・
神
同
教
指
定

・
町
人
協
指
定
の
人
権
・
同
和
教
育
実
践
発

表
会

　
　

粟
賀
幼
、
粟
賀
小
、 
神
崎
中　
　

／　
１１

１１

・
中
播
磨
小
学
校
道
徳
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
小 
　

／　
１１

１２
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�
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全
幼
・
小
・
中
学
校

�
�
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�


�
�
�

�
�
�

 

　

神
河
中
学
校
開
校　
　

／
４
・
１

２３

 
　

神
崎
幼
・
小
学
校
開
校　
　

／
４
・
１

２５

�
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�
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�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

・
自
主
防
災
組
織
と
の
共
同
訓
練
の
実
施

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
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自然学校は楽しい�
　　　　　　　（小５）�

トライやる・ウイークは�
　　　　　満足している�
　　　　　　　　　　　（中２）�

将来、神河町に�
　　住み続けたい�
　　　　　　　（中２）�

自然豊かな神河町に�
　　　住み続けたい�
　　　　　　　　　（小５）�

0 20 40 60 80 100

いいえ�あまり�だいたい�はい�

95

110

52

49

10

18

41

57 13

12

22

6

1

7

7

1

％�

��������	
�

　神河町に住み続けたい「はい・だいたい」
　　小５：８３.０％　　中２：８１.５％

��������	
�

　将来の夢や職業への希望がある「はい・だいたい」
　　小５：９０.１％　　中２：７７.６％

��������	

��������	

0 20 40 60 80 100

いいえ�あまり�だいたい�はい�

夢や希望を�
持っている�
　　　　（小５）�

将来の夢や職業への�
　希望を持っている�
　　　　　　　　（中２）�

周囲から　　　　�
大切にされている�
　　　　　　　（中２）�

自分が　　　　　�
大切にされている�
　　　　　　　（小５）�

86

57

64

46

15

44

41

67 14

7

22

7

3

7

4

％�

0 20 40 60 80 100

いいえ�あまり�だいたい�はい�

家庭であいさつする�
　　　　　　　　（小５）�

家庭であいさつする�
　　　　　　　　　（中２）�

地域の方に�
　　　　あいさつする�
　　　　　　　　　（中２）�

地域の方に�
　　　　あいさつする�
　　　　　　　　　（小５）�

91

91

90

20.4

17

26

79

106 22

27

10

2

1

6

3

2

％�

0 20 40 60 80 100

いいえ�あまり�だいたい�はい�

外で遊んだり�
　　運動する�
　　　　（小５）�

外で遊んだり�
　　運動する�
　　　　（中２）�

地域の方との交流や�
　　行事に参加する�
　　　　　　　　（中２）�

地域の方との交流や�
　　行事に参加する�
　　　　　　　　（小５）�

84

47

90

56

16

16

83

55 14

23

25

8

3

4

42

4
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福本遺跡の学習風景



平成２２年６月１日 �
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（
２
０
０
９
）

　

小
学
５
年
生
は
男
女
と
も
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
２
年
生
は
、
全
国
平
均
と
な
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�






�
�

�
�
�

・
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
好
き
嫌
い
に
つ
い
て

　

小
学
５
年
生
男
子　
　

・
１
％

９７

　
　
　
　
　
　

女
子　
　

・
５
％

９３

　

中
学
２
年
生
男
子　
　

・
９
％

９０

　
　
　
　
　
　

女
子　
　

・
４
％

７９

・
体
育
の
授
業
が
楽
し
い

　

小
学
５
年
生
男
子　
　

・
５
％

８９

　
　
　
　
　
　

女
子　
　

・
５
％

９４

　

中
学
２
年
生
男
子　
　

・
７
％

９２

　
　
　
　
　
　

女
子　
　

・
８
％

９１
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小
学
５
年
生
男
子　
　

・
７
％

７３

　
　
　
　
　
　

女
子　
　

・
７
％

７２

　

中
学
２
年
生
男
子　
　

・
２
％

８５

　
　
　
　
　
　

女
子　
　

・
５
％

８７

　

生
涯
学
習
社
会
の
学
び
の
機
会
を
充
実
し
、

ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
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�
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幼
児
期　
　

子
ど
も
は
「
遊
び
」
の
な
か
で

　
　
　
　

育
て
よ
う

児
童
期　
　

子
ど
も
た
ち
に
「
思
い
や
り
」

の
心
を
育
も
う

青
年
前
期　
「
自
己
実
現
」を
め
ざ
す
生
活
態

度
を
確
立
し
よ
う

青
年
後
期　

自
己
を
み
つ
め
「
生
き
方
」
を

探
求
し
よ
う

壮
年
期　
　
「
家
庭
づ
く
り
」や「
地
域
活
動
」

の
な
か
で
、
自
己
を
み
つ
め
よ
う

高
齢
期　
　

人
生
を
豊
か
に
「
生
き
が
い
」

の
あ
る
生
活
を
送
ろ
う

・
人
権
文
化
創
造
活
動
支
援
事
業
や
地
区
別

人
権
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

・
毎
月　

日
を
人
権
を
確
か
め
る
日
と
し
て

１１

啓
発
活
動
を
進
め
ま
す
。

・
人
権
・
青
少
年
の
つ
ど
い
大
会
の
実
施

 

　

／
４

１２

・
人
権
啓
発
大
会
の
実
施 

２
／　
１１

・
町
人
協
指
定
実
践
発
表
会
の
実
施

　
　
　
　
　

粟
幼
・
小
・
神
崎
中 
　

／　
１１

１１

・
神
同
教
大
会
の
実
施 

８
／
１

・「
人
権
み
ー
つ
け
た
心
の
窓
」
写
真
、
人

権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
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・
各
種
大
会
等
企
画
・
支
援
・
実
施

・
社
会
体
育
事
業
の
充
実
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・
２
０
１
０
年
度
学
園
生　
 

８
名

�
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�
	


�
�


�
�
�
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・
町
文
化
財
展
・
講
演
会
の
開
催
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・
安
全
で
明
る
い
学
校
等
を
「
ゆ
め
え
が
き
」

　

し
て
い
ま
す
。

　

大
山
小
学
校
と
粟
賀
小
学
校
の
５
・
６
年

生
（
第
２
回
目
４
／　

）
の
様
子

３０

学
校
評
価
の
大
切
さ

　

①
安
全
性

　

②
快
適
性

　

③
学
習
活
動
へ
の
適
応
性

　

④
環
境
へ
の
適
応
性

　

⑤
経
済
性  
な
ど
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

学
習
の
場
を
教
室
か
ら
豊
か
な
自
然
の
中

へ
移
し
、
児
童
が
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
地
域

社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る
な
ど
、
様
々
な
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
、
心
身
と
も

に
調
和
の
と
れ
た
児
童
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

 

　

５
／　

〜　
２４

２８

神
河
町
連
合
小
学
校
５
年
生　
　

１
３
２
名

日
程　

①
入
所
式 

島
内
探
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
の
散
策

　
　
　

②
カ
ヌ
ー
体
験

　
　
　
　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　
　
　

③
つ
り　

食
材
探
し

　
　
　

④
個
人
選
択
活
動

　
　
　

⑤
大
そ
う
じ
、
退
所
式

　
　
　
 

　

６
時
起
床
、
９
時　

分
就
寝

３０
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６
月
７
日
〜　

日
ま
で
の「
ト
ラ
イ
や
る
・

１１

ウ
イ
ー
ク
」
で
は
、
町
内
の
事
業
所
等
で

様
々
な
体
験
活
動
を
行
い
、「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
図
り
ま
す
。
社
会
体
験
の
学
び
に
ト

ラ
イ
す
る
生
徒
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

   
な
お
、
大
河
内
中
学
校
は
、　

月　

日
か

１０

１８

ら　

日
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２２
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0 20 40 60 80 100

神河�

全国�

県�

18.134.728.718.5

20.535.226.717.6

6.425.935.332.4

��������	

������������

どちらかと言えば
　関心がある６７.７％

（２００９自然学校）
いえしま自然体験センター



����������� ����

　神崎郡消費生活中核センター及び住民生活課では、商品やサービスなどの消費生活全般に関する苦情や問
い合わせなど、消費者からの相談を受け付けています。特に同センターでは専門の相談員が相談を受け、公
正な立場で処理にあたっています。
　消費生活に関するあらゆる相談に応じていますので、何かお困りのことがあればお気軽に電話をいただく
か、役場または同センターにお越しください。

������

・訪問販売で断りきれずに高額な商品を買ってしまった。（表札、印鑑、健康食品、健康器具、ふとんなど）
・リフォーム、屋根修理などの契約をしてしまった。
・インターネットを利用していて身に覚えのない高額な利用料を請求された。
・注文していない本が届き、代金を請求された。
・街の商店街で声をかけられ、アンケートに答えて話をしているうちに美顔器や化粧品の購入契約をしてし
まった。
・英会話教室、パソコン教室などに通っていて受講料を先々の分まで納めていたが、その会社が倒産してし
まった。
・お菓子を買ったら袋の中に虫が入っていた。
・消費者金融などの多重債務で困っている。　など

��������	
��
����　２２－４９７７
　場　所　福崎町福田１７６－１（ＪＲ福崎駅北東　徒歩５分）福崎町文化センター内
　相談日　毎週　火曜日～金曜日　９時 ～ １６時　
�������　�　３４－０９６２　・　�３４－０９６３

���������	
��
������
��

��������	
��
��	
��������

氏　　　名支　部　名
足　 立　 す み ゑ新 田理　事
小　 林　 　 　 泉大 畑〃
小 林 郁 子越 知〃
奥 野 輝 代岩 屋〃
中　 島　 ま さ み根 宇 野〃
藤 原 千 昭山 田〃
長 田 郁 代中 村〃
小　 川　 千 都 里粟 賀 町〃
太 田 充 代福 本〃
西 川 雅 代貝 野〃
加 川 恵 子寺 野〃
前 嶋 幸 代柏 尾〃
藤 後 幸 美加 納〃
坂　 田　 み つ 子東 柏 尾〃
岡 田 絹 子吉 冨〃
佐　 谷　 千 代 美杉〃
澤　 田　 寿 美 子大 山〃
藤 原 容 子猪 篠〃
笹 倉 弘 美作 畑連 絡 員

氏　　　名支　部　名
前　 田　 節　 子越 知会 長
大　 中　 須 美 子南 小 田副 会 長
佐　 谷　 幸　 子杉〃
太　 田　 さ よ 子柏 尾会 計
黒　 田　 民　 子比 延運営委員
北　 條　 ふ み 子栗〃
飯　 尾　 満 恵 子中 村〃

　各地域で消費者問題や環境問題など消費生活に関
する調査、研究、啓発活動に取り組んでいただく平
成２２年度の役員・理事及びくらしのクリエーターを
紹介します。（敬称略）

氏　　　名支　部　名
宮　 北　 智 恵 子新 野理　事
鵜　 野　 千 津 香野 村〃
平　 岡　 あ つ か鍛 治〃
岩　 本　 美 保 子大 河〃
横 尾 妙 子上 岩〃
田 中 路 子高 朝 田〃
正 城 祥 子上 小 田〃
澤 田 悦 子川 上〃
田 中 幸 美本 村〃
神　 谷　 三 枝 子栗〃
大　 森　 み ゆ き大 川 原連 絡 員
立 垣 吉 子赤 田〃
上 垣 幸 代重 行〃
藤 原 幸 子為 信〃
小 林 裕 美峠〃
中　 野　 加 代 子渕〃

��������	�

澤　田　昌　美（大山）
藤　原　ふじ子（山田）
長　井　美知子（岩屋）
藤　原　洋　子（猪篠）
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自 己 負 担 額
制　　度　　名

入 院外 来

定率１割負担
１月につき２,４００円上限
（１,６００円）【３,６００円】

１医療機関ごとに
１日６００円まで（月２回まで）
（４００円）【９００円】

重 度 障 害 者
母 子 家 庭 等
高 齢 重 度 障 害 者

なしなし就学前

乳幼児等 定率１割負担
１月につき３,２００円上限
（２,４００円）【４,８００円】

１医療機関ごとに
１日８００円まで（月２回まで）
（６００円）【１,２００円】

小 学
３年生
ま で

※（　　）は低所得者、【　　】は経過措置者の自己負担金額。
※長期入院（連続して３ヵ月を超えた場合）は、４ヵ月目以降の自己負担金はありません。

受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、年金収入８０万円
以下、もしくは年金収入を加えた所得が８０万円以下の方

低所得者

重 度 障 害 者
乳 幼 児 等
母 子 家 庭 等
高齢重度障害者

特別障害者手当の所得制限の基準に該当される方
経過措置

重度（高齢重度）
障 害 者

児童手当の特例給付の所得制限基準に該当される方乳 幼 児 等

※老人、重度（高齢重度）障害者、乳幼児等の各医療は、平成２３年６月３０日まで経過措置を実施しています。

（別表１）��������	


母等扶養義務者扶養親族
等 の 数母

子

家

庭

等

限度額（円）

１,９２０,００００

２,３００,０００１

２,６８０,０００２

３,０６０,０００３

３,４４０,０００４

３,８２０,０００５

限度額：収入から必要経費を除いた所得か
　　　　ら児童扶養手当法に基づく控除
　　　　額を除いた額

��������	
���

��������

小学４年生から中学３年生までの児童・生徒対 象 者

入院（通院は対象になりません）対 象 医 療

保護者または扶養義務者の市町村民税所得割税
額が２３.５万円未満

所 得 要 件

病院等医療機関で支払われた医療保険の自己負
担額の１／３を現金で支給します。
長期入院の場合は、４ヵ月目以降の自己負担額
の全額を助成します。

助 成 内 容

※高額療養費等が給付される場合は、医療保険の自己負担額から高額療
養費等を控除した後の自己負担額の１／３を助成します。

※こども医療費助成制度には受給者証はありません。

※重度障害者のうち、７０歳から７４歳までの方は、高額療養費の調整ができないので受給者証を発行せず、申請して
いただくことにより助成分を現金でお返しします。領収書をご持参ください。



����������� ����

����������� ���������� ���������� ���������� ���������� ���������� ���������� ���������� ���������� 										 









 ���������� ���������� 









 ���������� ����������� � � � � � � � 	 
 ��

��������	�
��
�����
�������	���������	���� !"

��������	
��
��������������

��������	
��
�	������������
������� !"#$%$&'()

��������	
��
������������	
������������������

��������	
��
��������
������������ !"�����#$%�

��������	
��
��������������������� !"�#$��%&��

��������	
��
��

��������	
����������

��������	


６５歳の誕生日の属する月から７０歳の誕生日の月末までの方対象者

所　　　得　　　制　　　限
自己負担限度額（月額）

負担割合区　分 外来＋入院
（世帯単位）

外　　来
（個人単位）

すべての世帯員に市町村民税が課税されておらず、公
的年金等の収入金額及び合計所得金額の合計が８０万
円を超える方

２４,６００円

８,０００円

２割

経過措置
（平成２３年
６月まで）

すべての世帯員に市町村民税が課税されておらず、公
的年金等の収入金額及び合計所得金額の合計が８０万
円以下の方

区分Ⅱ

すべての世帯員が市町村民税非課税者で、世帯員全員
に所得がない方
（年金収入が８０万円以下かつ所得が０円）

１５,０００円１割区分Ⅰ

　�� ����� ����������	
���
������

所　　得　　制　　限対　　　象　　　者制　　　度

本人、配偶者、扶養義務者の市町村民税所
得割税額が２３.５万円未満の方

身障手帳１級・２級の方
療育手帳Ａ判定の方
精神障害者保健福祉手帳１級の方

重 度 障 害 者
高 齢 重 度 障 害 者

０歳児は所得制限なし
１歳以降は、保護者または扶養義務者の市
町村民税所得割税額が２３.５万円未満の方

０歳児から小学３年生まで乳 幼 児 等

母、父、扶養義務者、または養育者の所得
が児童扶養手当の所得制限以内である方
（別表１）

１８歳に達する年度末まで、または２０
歳未満で高校等在学中の児童・遺児と
その母、父等監護者

母 子 家 庭 等



平成２２年６月１日 ��

　候補者別の得票数等（有効投票は８，３８２票、
無効投票は９６票）は、次のとおりです。
　なお、新しい議員の任期は、平成２２年５月１
日から平成２６年４月３０日までの４年間です。

※今回、竹内康男氏と�橋省平氏の得票数がと
もに１９５票の同数となりました。
　当選人を決定するため、公職選挙法第９５条第
２項の規定により、本人によるくじを実施し、
竹内康男氏を当選人と決定しました。

�������
�����������	�
��

（敬称略・得票順）

党派・新現の別得　票　数氏　　名
無所属・新1,176 票松　山　陽　子１
無所属・現781 票安　部　重　助２
無所属・新770.934 票藤　原　日　順３
無所属・現642 票山　下　皓　司４
無所属・現621 票立　石　富　章５
無所属・現571 票赤　松　正　道６
無所属・現538 票�　納　良　幸７
無所属・新528.065 票藤　原　裕　和８
無所属・現511 票小　林　和　男９
無所属・現509 票成　田　政　敏１０
無所属・現508 票藤　森　正　晴１１
無所属・新419 票古　川　都　雄１２
無所属・現417 票宮　永　　　肇１３
無所属・元195 票竹　内　康　男１４

195 票�　橋　省　平
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　任期満了に伴う神河町議会議員選挙を４月２０日に告示し、４月２５日に執行しました。
　告示日の翌日から町内３ヵ所の期日前投票所（本庁舎・神崎支庁舎・センター長谷）で期
日前投票を受け付け、本庁舎で９３９人、神崎支庁舎で２,００２人、長谷支所で１７９人、合計３,１２０
人の方が投票をされました。
　また、投票日当日には町内１１ヵ所の投票所を設置し、午前７時から午後８時まで投票を受
け付けました。
　当日有権者数は、全体で１０,４６９人、投票総数は８,４７８人、投票率は８０.９８％の結果となりま
した。　午後８時に投票を締め切った後、引続き午後８時５５分から開票事務と選挙会を合同
して開催し、当選人を決定、翌日の２６日には、当選人に対し当選証書の附与を行いました。
　投票区別の投票状況は、以下のとおりです。

投票区別投票状況…期日前投票を含む。
投票率（％）投票者数有権者数区　　　　　　　　名投票区

88.78174196新田、作畑１
87.43494565大畑、越知２
88.01499567岩屋、根宇野３
81.382,7573,388山田、中村、粟賀町、福本、加納、東柏尾、吉冨４
88.58442499杉、大山５
77.24285369猪篠６

75.512,5223,340
貝野、寺野、柏尾、新野、野村、比延、寺前、鍛治
大河、上岩、高朝田

７

82.11404492宮野、南小田８
81.86167204上小田９
85.92183213川上１０
86.64551636大川原、本村、赤田、重行、為信、峠、栗、渕１１
80.988,47810,469計

� � � � � � � � � 	 
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平
成　

年
度
交
通
安
全
優
良
運

２２

転
者
表
彰
の
申
請
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
県
及
び
郡

の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る

も
の
で
、
下
表
の
基
準
に
該
当
す

る
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

○
�
�
�
�
�
�
�
�
�
で
、
下

表
の
運
転
年
数
が
あ
る
方
。

　

農
地
を
住
宅
、
工
場
、
車
庫
、

倉
庫
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
山

林
な
ど
農
地
以
外
に
用
途
変
更
を

す
る
場
合
、
必
ず
事
前
に
農
業
委

員
会
及
び
兵
庫
県
へ
農
地
転
用
の

申
請
を
行
い
、
兵
庫
県
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年　

月
の
農
地
法
改
正

２１

１２

の
施
行
に
よ
り
、
許
可
を
受
け
ず

に
勝
手
に
農
地
を
造
成
・
転
用
し

た
場
合
、
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
法

人
は
、
１
億
円
以
下
の
罰
金
）
が

課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

転
用
申
請
に
は
、
次
の
２
つ
の
申

請
が
あ
り
ま
す
。

①
�
�
�
�
�
�　

自
分
が
所
有

す
る
農
地
を
自
分
が
住
宅
等
に

転
用
す
る
場
合
の
申
請

②
�
�
�
�
�
�　

他
人
の
農
地

を
買
っ
て
、
あ
る
い
は
借
り
て

住
宅
等
に
転
用
す
る
場
合
の
申

請

　

転
用
申
請
を
受
理
し
た
場
合
、

農
業
委
員
会
は
農
業
委
員
に
よ
る

現
地
調
査
と
次
の
事
項
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫

県
も
農
業
委
員
会
の
審
査
の
後
、

同
様
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

①
転
用
の
目
的
及
び
面
積
は
適
正

か
②
隣
接
地
の
同
意
を
得
て
い
る
か

③
付
近
の
農
地
に
悪
い
影
響
を
与

え
る
可
能
性
は
な
い
か

④
転
用
す
る
た
め
の
必
要
な
資
金

を
所
持
又
は
融
資
を
受
け
ら
れ

る
か

⑤
そ
の
他
、
他
の
法
令
に
抵
触
し

た
り
、
必
要
な
手
続
が
行
わ
れ

て
い
る
か

　

な
お
、
農
業
振
興
地
域
内
に
あ

る
農
用
地
（
ほ
場
整
備
し
た
優
良

農
地
等
）
に
つ
い
て
は
、
農
用
地

か
ら
除
外
手
続
を
し
た
後
で
な
い

と
、
農
地
の
転
用
申
請
（
４
条
・

５
条
）
の
申
請
は
受
け
付
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

神
河
町
で
は
、
住
宅
を
建
て
る

た
め
の
転
用
で
き
る
一
般
的
な
基

準
面
積
は
、
農
家
住
宅
（　

ａ
以

１０

上
耕
作
農
家
）
は
８
０
０
㎡
、
一

○
過
去
に
禁
錮
以
上
の
刑
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
。

○
申
請
開
始
日
（
６
月
１
日
）
か

ら
過
去
５
年
間
に
道
路
交
通
法

違
反
に
よ
り
刑
事
処
分
ま
た
は

反
則
行
為
に
よ
り
処
分
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
。

○
銀
賞
は
、
銅
賞
受
賞
者
で
そ
の

後
引
続
い
て
自
動
車
の
運
転
に

従
事
し
、
受
賞
後
３
年
を
経
過

し
て
い
る
方
。

○
金
賞
は
、
銀
賞
受
賞
者
で
そ
の

後
引
続
い
て
自
動
車
の
運
転
に

従
事
し
、
受
賞
後
３
年
を
経
過

し
て
い
る
方
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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①
「
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
」

②
「
運
転
免
許
証
」（
コ
ピ
ー
）

※
①
の
「
無
事
故
・
無
違
反
証
明

書
」
は
、
払
込
取
扱
票
（
1
通

／
６
３
０
円
）
に
よ
り
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県

事
務
所
か
ら
交
付
を
受
け
ま
す
。

交
付
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
、
交
付
請
求
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
の
も
の
が
必
要
で

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

申
請
書
・
払
込
取
扱
票
は
役
場

住
民
生
活
課
、
神
崎
支
庁
舎
に
あ

り
ま
す
。

　

申
請
書
に
、
左
記
の
書
類
①
②

を
添
付
し
て
、
６
月　

日
（
金
）

１８

ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課　

�
３
４
―

０
９
６
３

運 転 年 数賞 の
種 類 原付自転車自家用車営業車

30 年20 年15 年金 賞

20 年15 年10 年銀 賞

10 年8 年5 年銅 賞

般
住
宅
の
転
用
で
き
る
面
積
は
５

０
０
㎡
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
の

転
用
の
申
請
か
ら
許
可
ま
で
の
期

間
は
、
概
ね
２
か
月
の
期
間
を
必

要
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会

　
（
地
域
振
興
課　

農
林
業
係
内
）

�
３
４
―

０
９
６
０
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�
�
�
�
�
�
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昨
年
８
月
の
台
風
９
号
は
、
播

磨
北
西
部
か
ら
但
馬
南
部
に
か
け

て
記
録
的
な
豪
雨
を
も
た
ら
し
、

西
播
磨
地
域
で
は
、
死
者　

名
、

１８

行
方
不
明
者
２
名
の
ほ
か
、
浸
水

に
よ
る
家
屋
被
害
や
公
共
土
木
施

設
、
山
林
・
農
地
等
に
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

神
河
町
で
も
、
８
月
１
日
の
豪

雨
に
よ
り
越
知
谷
地
域
で
、
ま
た
、

台
風
９
号
で
は
上
小
田
や
川
上
地

区
で
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

台
風
や
豪
雨
は
、
あ
る
程
度
ま

で
襲
来
時
期
や
規
模
を
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
最
近
で
は

予
想
を
超
え
る
局
地
的
な
豪
雨
に

よ
り
大
き
な
被
害
が
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
気
象
情
報
に
は
十

分
注
意
を
し
て
、
日
頃
か
ら
万
全

の
対
策
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

屋
外
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

○
屋
根

・
瓦
の
ひ
び
割
れ
、
ず
れ
、
は
が

　

れ
は
な
い
か
。

・
ト
タ
ン
の
め
く
れ
、
は
が
れ
は

　

な
い
か
。

・
テ
レ
ビ
な
ど
の
ア
ン
テ
ナ
は
し

　

っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
る
か
。

○
窓
ガ
ラ
ス

・
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
が
た
つ
き

　

は
な
い
か
。

・
強
風
に
よ
る
飛
来
物
な
ど
に
備

　

え
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
雨
戸
を

　

確
認
。
そ
れ
ら
が
な
い
場
合
は

　

外
側
か
ら
板
で
ふ
さ
ぐ
な
ど
の

　

処
置
を
。

○
外
壁

・
モ
ル
タ
ル
の
壁
に
亀
裂
は
な
い

　

か
。

・
板
壁
に
腐
り
や
浮
き
は
な
い
か
。

○
側
溝
、
用
排
水
路

・
泥
や
ゴ
ミ
な
ど
で
つ
ま
っ
て
い

　

な
い
か
。

屋
内
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携

　

帯
ラ
ジ
オ
の
準
備
を
。

・
避
難
に
備
え
て
貴
重
品
な
ど
非

　

常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
。

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
気
象

　

情
報
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
。

・
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
病
人
、
障

　

害
の
あ
る
人
な
ど
を
安
全
な
場

　

所
（
部
屋
）
へ
。

・
む
や
み
に
外
出
し
な
い
。
外
出

　

時
は
早
め
に
帰
宅
を
。

危
険
を
感
じ
る
時
に
は
早
め
の
避

難
を

　

災
害
発
生
時
に
は
、
町
か
ら
避

難
勧
告
を
出
す
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
身
の
危

険
を
感
じ
る
場
合
に
は
、
早
い
段

階
で
自
主
的
に
避
難
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

 
○
河
川
の
増
水
に
よ
る
浸
水

　

大
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
す
る

と
、
雨
水
が
は
け
き
れ
ず
に
地
域

内
が
浸
水
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

浸
水
被
害
が
広
が
る
と
避
難
が

困
難
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
崖
く
ず
れ
の
前
兆

　

長
雨
が
続
い
た
り
、
短
時
間
に

大
雨
が
降
る
場
合
に
は
、
土
砂
災

害
の
恐
れ
が
高
ま
り
ま
す
。

　

崖
の
斜
面
か
ら
水
が
噴
出
す
る
、

石
が
落
ち
て
く
る
な
ど
の
異
常
が

見
ら
れ
る
場
合
に
は
崖
に
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
て
、
早
め
の
避
難

が
必
要
で
す
。

お
願
い

　

地
域
で
避
難
が
必
要
な
場
合
は
、

１
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
方
な
ど
に
も
隣
近
所
・
町
内
で

声
を
掛
け
、
協
力
し
て
搬
送
す
る

な
ど
必
要
な
支
援
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
や
河
川
等
に
災
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

建
設
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課

�
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９
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建
設
課　
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廃
棄
物
の
焼
却
は
、
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第

　

条
の
２
に
よ
り
、
次
の
例
外
を

１６除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

例
外
行
為

①
法
の
処
理
基
準
に
従
っ
て
行
う

　

廃
棄
物
の
焼
却
（
い
わ
ゆ
る
地

　

方
自
治
体
の
ご
み
処
理
施
設
で

　

の
焼
却
等
）

②
他
の
法
令
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ

　

く
処
分
に
よ
り
行
う
廃
棄
物
の

　

焼
却
（
森
林
害
虫
等
防
除
法
に

　

基
づ
く
病
害
虫
の
付
着
し
た
枝

　

や
樹
皮
の
焼
却
等
）

③
公
益
上
も
し
く
は
社
会
の
慣
習

　

上
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼

　

却
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の

　

・
国
ま
た
は
地
方
自
治
体
が
そ

　
　

の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め

　
　

に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
　
（
河
川
管
理
者
に
よ
る
伐
採

　
　

し
た
草
木
の
焼
却
等
）

　

・
震
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
災

　
　

害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た

　
　

は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃

　
　

棄
物
の
焼
却

　

・
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上

　
　

の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要

　
　

な
廃
棄
物
の
焼
却
（
い
わ
ゆ

　
　

る
「
と
ん
ど
焼
き
」
等
）

　

・
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を

　
　

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い

　
　

廃
棄
物
の
焼
却
（
生
活
環
境

　
　

保
全
上
著
し
い
支
障
を
生
じ

　
　

る
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
の
焼
却
は

　
　

含
ま
れ
な
い
）

　

・
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

　
　

ヤ
ー
等
を
行
う
際
の
廃
材
等

　
　

の
焼
却

※
焼
却
禁
止
の
例
外
に
該
当
す
る

　

場
合
で
も
、
生
活
環
境
保
全
上

　

支
障
を
生
じ
る
焼
却
行
為
は
、

　

改
善
命
令
等
の
対
象
と
な
り
、

　

こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
罰
則

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

�
��

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
こ
の
併
科

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
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次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
４

月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
手
当
は
、
児
童
手
当
制
度

同
様
に
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る

子
ど
も
の
養
育
状
況
等
を
確
認
し
、

手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
た
め「
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
児
童
手

当
か
ら
引
き
続
き
子
ど
も
手
当
を

受
給
さ
れ
る
方
（
中
学
校
１
年
生

以
下
の
児
童
）
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

書
類
は
、
６
月
上
旬
に
住
民
生

活
課
よ
り
郵
送
し
ま
す
の
で
、
６

月　

日
（
水
）
ま
で
に
「
現
況
届
」

３０
等
を
住
民
生
活
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
４
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
し
た

「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
及
び

額
改
定
請
求
」
の
手
続
き
を
さ

れ
た
方
（
中
学
校
２
、
３
年
生

の
児
童
等
）
は
、
今
回
の
「
現

況
届
」
の
提
出
は
不
要
で
す
。

提
出
す
る
も
の

・
現
況
届
（
役
場
か
ら
郵
送
さ
れ

　

た
書
類
）

・
健
康
保
険
証
の
写
し



������������ ����

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
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歳
未
満
の
年
金
受
給
者
で
給

６５
与
所
得
の
あ
る
方
の
納
税
方
法
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
よ
り
住
民
税
を
給

２２

与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
は
、
給
与
と
年
金
及
び
そ
れ
以

外
の
所
得
に
係
る
住
民
税
を
合
算

し
、
６
月
分
の
給
与
か
ら
特
別
徴

収
（
天
引
き
）
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
原
則
、
合
算
し
て

計
算
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。）

　

な
お
、　

歳
以
上
の
年
金
受
給

６５

者
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対
象
者

・　

歳
未
満
（
平
成　

年
４
月
１

６５

２２

　

日
現
在
）
で
あ
る
方 

・
公
的
年
金
等
所
得
に
係
る
住
民

　

税
の
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い

　

る
方 

・
給
与
か
ら
住
民
税
を
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
方 

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

�
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岩
屋
桃
園
で
は
、
オ
ー
プ
ン
以

来
多
く
の
皆
様
に
オ
ー
ナ
ー
制
に

よ
る
桃
狩
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

園
内
で
は
、
や
わ
ら
か
く
て
果

汁
が
多
く
上
品
な
味
の「
紅
清
水
」

と
糖
度
が
大
変
高
く
色
白
で
ツ
ル

っ
と
し
た
食
感
の
「
清
水
白
桃
」

の
２
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

他
で
は
味
わ
え
な
い
も
ぎ
た
て

の
味
と
香
り
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

募
集
本
数　

紅
清
水　
　
　

本
４０

　
　
　
　
　

清
水
白
桃　
　

本
５０

料
金

　

紅
清
水
Ａ
ク
ラ
ス　

個
補
償

８０

　
　
　
　
　
　

１
５
、
０
０
０
円

　

Ｂ
ク
ラ
ス　

個
補
償

５０

　
　
　
　
　
　

１
０
、
０
０
０
円

　

清
水
白
桃
Ａ
ク
ラ
ス　

個
補
償

８０

　
　
　
　
　
　

２
０
、
０
０
０
円

　

Ｂ
ク
ラ
ス　

個
補
償

６０

　
　
　
　
　
　

１
５
、
０
０
０
円

収
穫
時
期

　

紅
清
水　
　

８
月
上
旬

　

清
水
白
桃　

８
月
中
旬

※
収
穫
時
期
に
つ
い
て
は
、
１
週

　

間
前
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
収
穫
の
受
託
及
び
宅
配
は
し
て

　

い
ま
せ
ん
。

・
自
然
災
害
に
よ
り
収
穫
に
影
響

　

が
出
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
収

　

穫
量
に
よ
り　

％
を
限
度
に
返

５０

　

金
し
ま
す
。

　

５
月
中
に
申
込
み
さ
れ
た
方
で
、

６
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
行
う
袋
付

け
作
業
を
体
験
し
て
み
た
い
方
は
、

申
込
み
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

管
理
者　

岩
屋
桃
園
管
理
組
合

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

地
域
振
興
課
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４
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平
日
お
仕
事
な
ど
で
役
場
に
お

越
し
に
な
れ
な
い
方
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
日
曜
証
明
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

場　

所　

神
崎
支
庁
舎

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

取
扱
業
務　

・
住
民
票
の
写
し
の
交
付

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
交
付

・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

・
印
鑑
登
録
証
の
引
き
換
え

・
所
得
、
課
税
証
明
書
の
交
付

　
（
税
務
課
へ
確
認
が
必
要
な
も

　

の
は
除
く
。）

・
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継

　

続
検
査
用
）
の
交
付

※
印
鑑
登
録
や
戸
籍
謄
抄
本
、
固

　

定
資
産
税
評
価
証
明
書
の
交
付

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
で
き
る
方

　

本
人
、
ま
た
は
同
居
の
家
族
の

方
の
み
で
す
。

・
証
明
を
取
り
に
来
ら
れ
る
方
が

　

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

　

る
書
類
（
免
許
証
や
保
険
証
な

　

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
及
び

　

印
鑑
登
録
証
の
引
き
換
え
の
場

　

合
は
、
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
、

　

ま
た
は
赤
い
手
帳
）
を
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
局

�
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住
基
カ
ー
ド
と
は
？

　

正
式
に
は
「
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
」
と
い
い
、
町
が
交
付
す
る

安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で

す
。
有
効
期
限
は　

年
で
す
。

１０

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド

　

写
真
付
き
タ
イ
プ
は
、
金
融
機

関
や
行
政
窓
口
な
ど
で
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
取
得
で
き
る
の
？

・
印
鑑
、
免
許
証
ま
た
は
健
康
保

　

険
証
と
診
察
券
を
持
っ
て
、
住

　

民
生
活
課
ま
た
は
地
域
局
へ
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
に

　

写
真
撮
影
を
し
ま
す
。

・
後
日
、
カ
ー
ド
の
受
領
に
お
越

　

し
い
た
だ
き
ま
す
。

手
数
料
は
？

　

今
な
ら
手
数
料
が
不
要
で
す
。

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
は
５
０

２３

０
円
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
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公
立
神
崎
総
合
病
院
で
は
、
環

境
省
の
補
助
事
業
（
平
成　

年
度

２１

地
方
公
共
団
体
対
策
技
術
率
先
導

入
補
助
事
業
）
で
株
式
会
社
関
電

エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業
者
か
ら
施
設
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
に
つ
い
て
計
画
、
工
事
、

維
持
管
理
等
の
包
括
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
、
そ
の
結
果
、

得
ら
れ
た
光
熱
水
費
削
減
額
の
一

部
を
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
に
報
酬
と

し
て
支
払
う
形
態
の
事
業
で
す
。

Energy
Servi

（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
は 
           

ce
C
om
pany

    
  
    

の
略
称
）

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
光
熱
水
費
削
減
効
果

の
ほ
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
時
に

発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す

る
効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
、
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　

病
院
で
は
、
こ
の
事
業
で
老
朽

化
し
て
い
た
重
油
焚
の
ボ
イ
ラ
ー
、

冷
暖
房
装
置
な
ど
を
効
率
が
良
い

電
気
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
の
機

器
に
更
新
し
、
対
象
設
備
の
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
約　

％
減
ら

５０

す
こ
と
が
で
き
、
光
熱
水
費
の
削

減
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で

す
。

問
い
合
わ
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公
立
神
崎
総
合
病
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総
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平成２２年６月１日 ��
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地域の話題、イベントがありましたら情報センター（� 32 － 2752）
までお知らせください。

　足立さんは、昭和２６年６月から４１年６ヵ月の間、粟
賀村役場及び神崎町役場に奉職され、総務課長、神崎町
病院事務長等を歴任されました。さらに、平成５年１月
から平成１７年１１月まで４期１２年１０ヵ月間神崎町長を、
そして平成１７年１１月から１期４年間神河町長を務めら
れ、神崎町と新生神河町の教育・文化・福祉の向上に大
きく貢献されました。
　また、県や全国における団体の要職も歴任され、神河
町のみならず地域の発展に尽力されました。

��������	
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��������	
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　福崎交通安全協会神河支部の評議員として
長年に渡り活動された、前嶋治彦さん（栗）
と入江省三さん（猪篠）が平成２２年３月末
をもって退任されました。
　前嶋さんは４０年、入江さんは３０年とそれ
ぞれ長期に渡り神河町の交通安全の啓発にご
尽力いただきました。その功績に対し、町が
感謝状を贈呈しました。長い間、本当にご苦
労さまでした。　

��������	
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����

���������� �����������

　りんごのオーナー説明会が４月２９日（木）に、お茶
のオーナー説明会が５月５日（水）に開催されました。
　両日とも天候に恵まれ、りんごのオーナーは説明会終
了後、バーベキューやあまごのつかみ取りを、お茶の
オーナーはお茶摘み・手もみ体験を楽しみ、神河の自然
の中で楽しい休日を過ごしました。
　おいしいりんご、おいしいお茶ができるのが楽しみで
す。

��������	
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お茶のオーナー説明会
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　前月号まで青少年育成スポーツクラブとして町内の少年・少女のスポーツクラブ６団体を紹介してきま
した。今月号からは、町体育協会に所属するそれぞれの協会の活動内容などを「スポーツ協会のＷＡ」と
題して紹介していきます。
　今月は、「ゴルフ協会」を紹介します。
　最近、ゴルフ競技で人気を集めているのは、男子は石川遼プロ、女子では宮里藍プロの活躍です。この
人気によりゴルフ競技をされる方も増えているようです。
　スポーツにはそれぞれルールやマナーがあります。ゴルフは昔から「紳士のスポーツ」と言われてきま
した。これはプレーをする上でマナーやエチケットを守る
ことが自分や周りの人が気持ちよくゴルフを楽しめるよう
にするためです。ルールやマナーを守って楽しくゴルフを
プレーしましょう。
　ゴルフ協会は、年に２回町民大会を、またゴルフ教室の
開催などの活動をしています。今年の予定は、６月２６日
（土）に第１１回町民大会、７月２６日（月）にレディス・
ジュニアゴルフ教室、３月に第１２回町民大会を予定してい
ます。詳しくは折込みチラシを参照してください。

��������	
��
�
　　　　　　　　　　　　　　　（町内の方対象）

日　時　７月～１２月までの毎月第２・第４日曜日
　　　　午前８時～１２時
場　所　案内所周辺の回廊下
出店料　１スペース（幅１８０ｃｍ）　１,０００円
受　付　電話で予約ください。
　　（６月１日～予約開始。６月１５日締め切り。）
準備物　机等、必要物は各自ご用意ください。

�����������	
�������
　　　　　　　　　　　　　　（町内外の方対象）

日　時　７月から１２月までの毎月第３日曜日
　　　　午前９時～午後４時
場　所　案内所周辺の回廊下
出店料　１スペース（幅１８０ｃｍ）　２,０００円
受　付　電話で予約ください。
　　（６月１日～予約開始。６月１５日締め切り。）
準備物　机等、必要物は各自ご用意下さい。

※いずれも使用場所は、当日抽選で決定します。

� � � � �

��������
������� ��	�
 ��

������� ��� ����

����������	
��
���

日　時　６月６日（日）午前１０時～
場　所　カーミンの観光案内所前広場
内　容　神河町の観光振興の拠点としてオープンした
カーミンの観光案内所前広場で、駅前コミュニティ
ホールの完成に伴い、オープニングイベントを開催
します。
　　神河町観光協会会員や地元団体のお店が多数出店
されます。当日は、観光案内所で先着１００名様にゆ
ずジュースをサービスします。
　　また、各お店で１,０００円以上のお買い物をされた
方には、カーミンの缶バッチが当たる抽選会を開催
します。ぜひ、オープニングイベントにお越しくだ
さい。
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��� なった」「些細なことですぐに泣いたり、ぐずってし
まう」「園や学校の話をしたがらない」などの様子
はありませんでしたか？これは子どもが、言葉では
なく行動として身近な大人に訴えかけているのです。
こんな小さな SOS を見落とさないようにするため
には、この時期の子どもは不安定になりやすいと
知っておくことが大切です。意識することで見える
こともあるのです。
　では、このような変化やサインが見られた時、保
護者はどのように接してあげると良いのでしょうか。
たくさん抱きしめる、しっかり遊ぶ、向き合って話
を聞くなど、いつも以上に子どもとの時間を大切に
できるといいですね。
　しかし、最も大切なことは保護者自身が自分の子
育てに自信を持つことです。子育ての仕方もいろい
ろです。無理に子育てのスタイルを変えようとする
と、逆にイライラしたり長続きしないこともありま
す。自分の子育てに自信を持つことで、ゆとりを持
って子どもに向き合うことができるのではないでし
ょうか。
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�
�
�

　入園・入学、進級など環境の変化から２ヵ月ほど
過ぎ、今の環境に少しずつ慣れてこられた頃ではな
いでしょうか？環境が変化すると大人でも緊張して
しまいます。子どもも同じように、緊張しながら過
ごしていることが多いのです。「新しい先生や友だ
ちはどんな人だろう？」「ここではどんなことをする
のかな？」「次にどうしたらいいのか分からない」
などの不安を感じていることも少なくありません。
子どもなりに、新しい環境に慣れようと一生懸命な
のです。
　このような状態の時に、子どもの様子はどのよう
に変化するのでしょうか？例えば、「きちんとでき
ていたトイレで失敗してしまう」「『抱っこ！』『着
替えさせて！』『トイレに一緒に行って！』など甘
えてくることが増えた」「指しゃぶりをするように

� �� � � � � � �
その他次回の予定

実　施　日
受 付 時 間対　象　者行　事　名 と　こ　ろ

＊個別に案内
　します

８月２７日�
Ｈ２２．３．２６～
　５．２７生まれ

��������
１３：００～１３：３０

生後３・４ヵ月児
Ｈ２２．１．１７～
　　３.２５日生まれ

３ ヵ 月 児 健 診
（及びＢＣＧ予防接種） 神崎支庁舎

＊個別に案内
　します

７月２２日�
Ｈ２２．３．２６～
　５．２７生まれ

１３：３０～１４：００生後２・３ヵ月児
も ぐ も ぐ 教 室
（離乳食教室）

相談希望の方
はご参加くだ
さい

７月 ２日�
��������

１３：３０～１４：３０
７ヵ月児・１歳児
Ｈ２１．１０月　　　
　及び５月生まれ

す く す く 相 談
（乳幼児相談） 神崎支庁舎

＊個別に案内
　します

７月２０日�
Ｈ２０．４～６月生まれ１３：３０～１４：３０２歳１・２ヵ月児

２ 歳 児 相 談
（むし歯予防教室）

＊個別に案内
　します

８月２５日�
Ｈ２０．１２～　　
Ｈ２１. ２月生まれ

１３：００～１３：３０１歳６・７・８ヵ月児
１ 歳 ６ ヵ 月 児
健 診

＊個別に案内
　します

７月２８日�
Ｈ１９．３～　　
　５月生まれ

１３：００～１３：３０３歳２・３・４ヵ月児３ 歳 児 健 診

＊個別に案内
　します

９月２２日�
Ｈ１８．７～９月生まれ

��������
１３：３０～１４：３０４歳児

Ｈ１８．４～６月生まれ４ 歳 児 相 談
神崎支庁舎

７月 ６日�
��������

９：００～１２：００一般住民健 康 福 祉
な ん で も 相 談 神崎支庁舎
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�主菜���������	
�
�（４人分）
①����は、縦２つに切って５㎜厚さのそぎ切りにし、
　�をふる。
②���は、５㎜の半月切りにする。
③����は、千切り。
④��はさっとゆでて、５ cm長さに切る。
⑤フライパンを中火にかけ、砂糖を一面にふり入れ少し色づ
きかけたら、��をいれ、�����を入れ、���も入
れ蓋をして、しんなりするまで煮る。
⑥����を加えて、さっと煮、��も加え火を止める。
⑦仕上げに����少々加えて、味をととのえる。

　　　　　（男性の料理教室レシピより）
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☆抗酸化作用のある食べ物（野菜や果物）
　を積極的に摂りましょう！
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　日本脳炎は、日本脳炎ウィルスの感染によっておこる中枢神経（脳や脊髄など）の疾患です。人から人へ
の感染はなく、日本脳炎ウイルスに感染したブタを刺したコガタアカイエ蚊などが人を刺すことによって感
染します。感染しても大多数の方は無症状に終わりますが、１００～１,０００人に１人が脳炎を発症するといわれ
ています。
　日本脳炎の予防接種は、基礎免疫として１期（標準として３～４歳）に２回接種、１年後に追加接種とし
て１回接種し、追加免疫として２期（標準として小学４年生）に１回接種します。
　しかし、５年前に国内において日本脳炎ワクチン接種後に健康被害（急性散在性脳脊髄炎）が発生して以
来、日本脳炎の予防接種は中止していました。
　今年度、１期の予防接種については新しいワクチンの安全性が確認されたことから、標準的な接種年齢に
あたる３歳の初回接種のみ、日本脳炎予防接種を再開します。
　現在、使用可能となった日本脳炎ワクチンは供給量が少ないため、接種機会を逃した方全員が接種するた
めのワクチンは不足しています。また、新しいワクチンを２期に用いた場合の有効性、安全性については検
討中であるため、現段階において２期の小学４年生に対する予防接種は実施できません。
　今年度に再開する日本脳炎予防接種は、１期初回の３歳のお子さんに対してのみ実施となりますので、接
種機会を逃した方については今年度に予防接種ができませんが、海外へ転居される予定があるなど特別の事
情がある場合で、保護者が特に希望される場合、所定の手続きを受けていただければ、公費により接種を受
けることができます。

���������	
��
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　広報４月号で二種混合予防接種の実施日を６月１日～６月３０日でご案内しましたが、６月に日本脳炎予防
接種が再開することにより、二種混合予防接種の実施期間を７月２０日～８月３１日に変更します。
　対象児童には個別通知で案内しますので、夏休み期間中に予防接種を受けられますようお願いします。

問い合わせ　健康福祉課　�３２－２４２１

�
�
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会場：中央公民館� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

１９：３０～
２１：００

６月 １日�　�英 会 話 教 室
　（ 初 級 ）　 ６月１５日�　�

会場：中央公民館���������

内　　　　容時　間月　日

「中年からの元気学」
　　元姫路日ノ本短期大学教授
　　　　　　山羽小百合先生

１３：３０～　
　１５：００６月１９日�

会場：神崎公民館� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

１０：００～
１２：００

６月 ４日�　�古 文 書 教 室
　（ 初 級 ）　 ６月１８日�　�

� � � � �

内　　　　容時　間月　日

教養講座�
「熟年をいきいき生きる」
人権擁護委員　吉田八郎先生

１０：２０～　
　１１：５０

６月１０日�
趣味講座�
（俳句・短歌・色鉛筆画・民
謡・園芸・グラウンドゴルフ）

１３：００～　
　１５：００

������

内　　　　容時　間月　日
趣味講座�
（書道・民謡踊り・茶道・華
道・歌謡・若返り・野の花・
園芸）

９：４５～　
　１１：４５

６月２４日�
教養講座�
「健康に生きる秘訣」
WAHAHA代表　木元聖花先生

１３：００～　
　１４：３０
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　町内の多くの皆様に出展していただきますよ
うご案内申し上げます。
　期日までに、作品作りをお願いします。
美術展　９月１０日（金）～９月１２日（日）
会　場　神崎公民館・神崎体育センター
部　門　日本画・洋画・書・写真・彫塑工芸
　　　　・１部門１人１点とする
　　　　・未発表の作品であること
　　　　・中学生以下の作品は除く
出品料　不要
搬　入　９月４日（土）１０：００～１６：００
　　　　９月５日（日）９：００～１１：００
表彰式　９月１２日（日）
　　　　入選作品を展示の上、優秀な作品を表

彰します。
主　催　神河町・神河町教育委員会
後　援　神河町議会・神崎郡美術協会・神河町

文化協会・大河内森林組合・神崎町森
林組合・兵庫西農業協同組合・神河町
商工会

募集要項・応募用紙
　　　　中央公民館・神崎公民館まで
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志賀越みち 伊集院　静
あきらめない！認知症の予防と改善 神津　健一
銀河に口笛 朱川　湊人
幸せ上手 渡辺　淳一
岩崎弥太郎「三菱」の企業論
　　ニッポン株式会社の原点 中野　　明
木村さんのリンゴ奇跡のひみつ 小原田泰久
スギハラ・ダラー（時空超える金融の謎）　　　 
 手嶋　龍一
楽しく遊ぶ
　（きせつの図鑑、かず・かたちの図鑑、こくご
　の図鑑）

 小学館（長谷川康男監修）
 他９冊

�������

おたふく 山本　一力
オー！ファーザー　ａ　ｆａｍｉｌｙ　　　　　
 伊坂幸太郎
小説一途　ふたりの「源氏物語」
 田辺聖子／瀬戸内寂聴
神苦楽島　上・下 内田　康夫
深重の橋　上・下 澤田ふじ子
冥談 京極　夏彦
マドンナ・ヴェルデ 海堂　　尊
波羅蜜　 藤沢　　周
 他４冊
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献
灯
の
知
覧
に
多
き
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　

近
沢　

正
人

期
せ
ず
し
て
並
ぶ
仰
臥
の
花
筵　
　
　
　
　
　

橋
元　

文
子

花
冷
え
の
和
讃
の
響
く
本
堂
か
な　
　
　
　
　

高
内　

和
子

庭
土
の
艶
を
返
し
て
菜
種
梅
雨　
　
　
　
　
　

高
峰　

恭
子

ま
ま
ご
と
の
御
馳
走
と
な
る
薮
椿　
　
　
　
　

上
山
眞
智
子

探
し
て
も
花
は
ま
だ
き
に
人
の
群　
　
　
　
　

浅
野　

郁
子

と
び
と
び
に
小
さ
く
揺
れ
る
黄
水
仙　
　
　
　

梶
原　

康
子

真
夜
中
の
春
雷
一
閃
窓
を
切
る　
　
　
　
　
　

岸
口　

孝
彦

長
旅
の
行
き
と
帰
り
に
見
る
桜　
　
　
　
　
　

大
森　

春
美

砂
風
呂
に
手
足
を
伸
ば
す
春
の
夕　
　
　
　
　

近
沢　

節
子

バ
イ
キ
ン
グ
蕾
ば
か
り
の
花
菜
和
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太
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敦
子
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天
空
に
山
笑
ひ
け
り
大
吊
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大
仲
美
津
子

園
児
ら
の
声
に
こ
ぼ
る
る
雪
柳　
　
　
　
　
　

草
壁　

美
江

期
せ
ず
し
て
歓
声
あ
が
る
花
吹
雪　
　
　
　
　

上
月　

孝
子

三
椏
の
花
の
灯
り
や
杉
林　
　
　
　
　
　
　
　

立
岩
あ
や
子

木
の
芽
時
背
に
は
回
ら
ぬ
腕
固
し　
　
　
　
　

福
岡
ま
ゆ
み

恋
猫
の
他
人
の
顔
で
離
れ
ゆ
く　
　
　
　
　
　

藤
田
千
代
子

春
光
や
眼
帯
そ
つ
と
外
し
見
る　
　
　
　
　
　

北
條　

静
香

子
に
返
り
四
葉
ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
し
け
り　
　

大
和　

初
子

ス
ト
ー
ブ
を
し
ま
ひ
こ
ぶ
れ
し
四
月
尽　
　
　

吉
岡
智
恵
子
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母
の
忌
は
七
十
二
回
春
の
宵

　

天
空
に
浮
か
ぶ
月
も
お
ぼ
ろ
に　
　
 

　

綾
部
百
合
子

ピ
イ
ピ
イ
と
窓
の
近
く
で
鳴
く
鳥
の

　

さ
や
か
な
声
に
今
朝
も
目
覚
む
る　
 

　

澤
田　

幸
江

突
く
杖
に
四
十
余
日
を
握
り
寄
せ

　

四
国
巡
礼
孫
の
宝
物　
　
　
　
　
　
 

　

藤
原　

昭
夫

こ
れ
以
上
寒
さ
は
戻
る
ま
い
足
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の

　

立
て
ば
午
後
よ
り
外
に
出
で
ゆ
く　
 

　

中
野　

茂
宇

少
し
づ
つ
手
に
馴
染
み
来
し
糠
床
の

　

匂
い
芳
し
遠
き
日
の
ご
と　
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春
の
日
や
夫
連
れ
出
す
車
椅
子　
　
　
　
　
　

中
野
く
に
ゑ

春
一
日
憂
き
事
忘
れ
野
に
遊
ぶ　
　
　
　
　
　

山
名
き
く
ゑ

と
ら
ま
え
よ
か
め
虫
が
飛
ぶ
春
の
日
か　
　
　

桐
月　

英
雄

名
産
の
岩
津
の
里
も
ね
ぎ
の
花　
　
　
　
　
　

足
立　

次
枝

何
と
言
ふ
こ
と
無
く
過
ぎ
し
春
一
日　
　
　
　

小
林　

厚
子

春
入
日
背
に
し
て
浮
か
ぶ
桜
華
園　
　
　
　
　

竹
西　

教
子
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　賄賂が横行した田沼時代の乱れた世を正そうと、
老中・松平定信は借金苦の徳川家直参家臣を救うた
め、武家の禄米を担保に高利でカネを貸し付け、贅
沢な暮らしをきわめる札差に、棄捐令（借金棒引き）
を発布した。川上から川下へ、カネの流れは滞り、
人々の身も懐も寒さが厳しさを増すなか、大店の次
男が始めた小さな志高き商いが火消しを走らせ、そ
して…。

������������� �������

　１９６３年（東京オリンピックの前年）の京都を舞
台にした長編小説。東京の大学生・雅彦と祇園の
舞妓（まいこ）・真祇乃（まきの）の切ない恋愛
を描いている。
　構想してから２０年。人生における恋愛の意味
を問い、８０年代に３年間暮らしたことのある京都
への思いを吐露した力作！
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　　　　ねんねグループ　１０：００～１０：５５
　　　　あんよグループ　１１：０５～１２：００

����体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き　
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はおひさま（�３４－０３１５）まで連絡してください。

※グループ活動は途中入会もできます。

���　６月２日（水）１０：００～１１：３０
���　神崎支庁舎
���　子育て中の保護者と子ども（おじいちゃん・
　　　　　おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
���　おままごと、汽車、ボールプール…、たくさ

 んのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　 ご希望により子育て相談も受け付けています。
���　無料
���　お茶

� � � � � � ��������	
���


���　大河内保健福祉センターの２階
���　１０時～１６時（土・日・祝はお休みです。）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。子育て相

談も受け付けています。子育て中の方ならどなたでも

参加できますので、お気軽に遊びにお越しください。

親子ハッピー体操の様子すくすく赤ちゃん体操の様子
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　亡き妻エリーとの思い出がいっぱい詰まった
家にひとり暮らすカールじいさん。その生活が
失われそうになったある日、家に大量の風船を
つけて大空へと飛び立ちます。
　スクリーンいっぱいの風船は迫力があり、自
分も浮かんでいる気分になります。
ぜひ、大人の方にも見ていただきたいお話です。

�������������

　きらきら館は、小さな子どもさんから年配の
方まで、みんなが集う場所です。
　里帰り中の方、お孫さんをみておられる方も
お気軽にご利用ください。
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指
定
・
種
別　
　
　

兵
庫
県
指
定
文
化
財　

史
跡

　

指
定
年
月
日　
　
　

平
成　

年
３
月　

日

２２

１９

　

所
在
地　
　
　
　
　

神
河
町
福
本

　

所
有
者
（
管
理
者
）
神
河
町
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福
本
遺
跡
は
、
昭
和　

年
（
１
９
５
２
年
）
の
発
見
か
ら

２７

５
次
の
調
査
を
経
て
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
文
化
財

保
護
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成　

年
１
月　

日
に
町
指
定

１０

２９

文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成　

年
３
月　

日
に
兵
庫
県
指
定
文
化
財
に

２２

１９

指
定
さ
れ
、
５
月　

日
に
、
平
成　

年
度
の
兵
庫
県
指
定
文

１１

２１

化
財
の
指
定
書
交
付
式
が
兵
庫
県
公
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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神
河
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
で
は
、
会
員

対
象
の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）

１９

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１２

と
こ
ろ　

は
に
お
か
運
動
公
園
（
事
務
所
下

　

に
身
障
者
用
ト
イ
レ
あ
り
ま
す
。）

対　

象　

神
河
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
員

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

雨
天
の
場
合
は
、
神
崎
体
育
セ
ン

　

タ
ー
で
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
予
定
し
て

　

い
ま
す
。

　
　

会
員
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
障
福
祉
会
の
会
員
に
な
ら
れ
て

い
な
い
方
で
も
、
町
内
在
住
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
身
障
福
祉
会
の

会
員
に
な
れ
ま
す
。

年
会
費　

５
０
０
円　
　
　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
（
身
体
障
害
者
福
祉
会
事
務
局
）

�
３
２
―

２
４
２
１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

神
河
町
野
球
協
会
で
は
、
町
長
杯
町
民
野

球
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
６
日
（
日
）、　

日
（
日
）

１３

と
こ
ろ　

は
に
お
か
運
動
公
園
、
町
民
グ
ラ

　

ウ
ン
ド

参
加
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
の
チ
ー
ム

問
い
合
わ
せ

　

野
球
協
会
事
務
局（
神
崎
支
庁
舎
内　

岸
口
）

�
３
２
―

２
４
２
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

神
河
町
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
町
民
ゴ
ル
フ

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）

２６

と
こ
ろ　

粟
賀
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
、

　

ま
た
は
出
身
者

募
集
人
員　

１
４
０
名
程
度

参
加
費　
　

１
１
０
０
０
円

 

 

（
メ
ン
バ
ー
は
１
０
０
０
０
円
）

※
セ
ル
フ
プ
レ
ー
代
、
昼
食
、
会
食
、
賞
品
、

　

大
会
参
加
費
を
含
む

競
技
方
法　
　

ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

１８

　

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式

申
込
み　

６
月　

日
（
日
）
ま
で
に
粟
賀
ゴ

１３

　

ル
フ
倶
楽
部
ま
で
。
�
で
受
付
。

�
３
２
―

１
６
２
１

 

 

�
３
２
―

１
６
２
６

　

順
位
賞
の
ほ
か
福
引
き
大
会
な
ど
も
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
５
月　

日
の
新
聞
折
込

２３

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

　

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
神
崎
支
庁
舎
内
桐
月
）

 

 

�
３
２
―

１
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



応
募
条
件　

か
み
か
わ
夏
ま
つ
り
を
イ
メ
ー

　

ジ
さ
せ
る
作
品
な
ら
応
募
年
齢
、
内
容
は

　

問
い
ま
せ
ん
。

　
　

最
大
４
ツ
切
り
（
Ａ
２
／
４
２
０
�
×

　

５
９
４
�
）
サ
イ
ズ
と
し
、
用
紙
は
応
募

　

者
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
　

応
募
作
品
の
全
て
を
会
場
に
展
示
、
採

　

用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
期
限　

６
月　

日
（
木
）

１０

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　
 
　
　

�
３
４
―

０
９
７
１

か
み
か
わ
夏
ま
つ
り

　

８
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

神
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

兵
庫
県
で
は
、
次
の
と
お
り
狩
猟
免
許
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
と
は

　
　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要
な
資

格
で
す
。

　
　

ま
た
、
県
や
市
町
の
許
可
を
受
け
て
実

施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
も
原
則
的
に
必

要
で
す
。

狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性

　
　

狩
猟
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料
理
を
楽

し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、
農
林
業
被
害

を
与
え
る
野
生
動
物
の
生
息
頭
数
を
適
正

に
管
理
す
る
と
い
う
公
益
性
も
兼
ね
備
え

て
い
ま
す
。

試
験
の
日
程
と
場
所

１
回
目

・
申
込
期
間　

６
月
７
日
〜　

日
２２

・
知
識
、
適
性
試
験
日　

７
月
７
日
（
水
）

・
会
場　

神
戸
、
姫
路
、
養
父

・
技
能
試
験
日
と
場
所

 

 （
知
識
、
適
性
試
験
の
合
格
者
の
み
）

　
　

７
月　

日
（
水
）
姫
路
若
し
く
は

２１

　
　

７
月　

日
（
水
）
神
戸

２８

２
回
目
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������������ ����

・
申
込
期
間　

８
月
９
日
〜　

日
２４

・
知
識
、
適
性
試
験
日　

９
月　

日
（
日
）

１２

・
会
場　

神
戸

・
技
能
試
験
日
と
場
所

 

 （
知
識
、
適
性
試
験
の
合
格
者
の
み
）

　

９
月　

日
（
日
）
神
戸

２６

免
許
の
種
類

・
網
猟
（
主
に
鳥
類
）

・
わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

・
第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

・
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

初
心
者
講
習
会
の
ご
案
内

　
　

兵
庫
県
猟
友
会
主
催
で
、
試
験
前
の
６

月　

日
（
土
）
と
８
月
７
日
（
土
）
に
こ

１２
れ
か
ら
狩
猟
免
許
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対

象
に
知
識
、
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習

会
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

試
験
に
関
す
る
こ
と

　

中
播
磨
県
民
局
森
林
林
業
課

 

 
�
（
０
７
９
）
２
８
１
―

９
２
８
７

初
心
者
講
習
会
に
関
す
る
こ
と

　

兵
庫
県
猟
友
会

 

 
�
（
０
７
８
）
３
６
１
―

８
１
２
７

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

実
施
予
定
日　

６
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

月
５
日
（
月
）

１０

場　

所　

姫
路
総
合
庁
舎
５
０
１
号
室

受　

付

　

午
前　

時
〜　

時
・
午
後
１
時
〜
２
時

１０

１１

審
査
時
間

　

午
前　

時
〜　

時
・
午
後
１
時
〜
３
時

１０

１２

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

 

 

�
３
４
―

０
２
１
２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
県
の
委
託
を
受

け
、
自
殺
対
策
の
一
環
と
し
て
夜
間
の
電
話

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日

開
設
時
間　

午
後
５
時
〜
９
時

相
談
内
容　

解
雇
、
多
重
債
務
、
生
活
保
護
、

　

家
庭
問
題
な
ど

相
談
料　

無
料

 

 
�
（
０
７
８
）
３
４
１
―

９
６
０
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

６
月　

日
（
水
）
午
後
１
時　

分
〜

２３

３０

　

神
崎
支
庁
舎
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　
  
�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�

　

６
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

１１

　

越
知
区
公
民
館
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　
  
�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

６
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
〜　

時
１２

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　
　
　
  
�
３
２
―

２
４
２
１

��������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

�

�

��

�
�
�
��

�

　

梅
雨
の
季
節
を
む
か
え
ま
す
。
こ
の
時
期
は

曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
な
り
、
日
常
生
活
や
健

康
状
態
、
農
林
水
産
業
な
ど
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
災
害

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

今
月
号
の　

ペ
ー
ジ
で
は
、
大
雨
や
台
風
に

１２

備
え
る
チ
ェ
ッ
ク
事
項
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
災
害
か
ら
被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
防
災
対
策
を
考
え
、

家
族
で
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
��

�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
更
新
交
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

　

受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
く
ま
で
に
２
ヵ

月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

有
効
期
間
が
平
成　

年
９
月　

日

２２

３０

ま
で
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
で
平
成　

年　

月
１
日
以
降
も
引

２２

１０

き
続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
申
請
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）
〜
９
月　

日
（
木
）

３０

必
要
書
類

・
更
新
交
付
申
請
書

・
臨
床
調
査
個
人
票
更
新
用
（
診
断
書
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
患
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・
世
帯
全
員
の
平
成　

年
中
の
所
得
税
額
を

２１

　

証
明
す
る
書
類
（
た
だ
し
、
生
計
中
心
者

　

に
変
更
の
な
い
場
合
は
、
生
計
中
心
者
の

　

所
得
税
額
を
証
明
す
る
書
類
の
み
）

・
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
の
確
認
に
お
け

　

る
保
険
者
か
ら
の
情
報
提
供
に
か
か
る
同

　

意
書
（
保
険
変
更
を
さ
れ
る
方
の
み
）

・
重
症
申
請
書
（
該
当
者
の
み
）

・
重
症
申
請
用
診
断
書
（
該
当
者
の
み
。
疾

　

患
や
重
症
度
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
り

　

ま
す
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
　

�
２
２
―

１
２
３
４



����������� �����������������	
� ��

���������������������������������������������	
�������������	
��	
�
��
������

���
��������	

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

������������������������������������������

�����

����������

��������������

��������������

��������

������
１３：３０～ ��

�����
　１３：３０～　��

�������
　８：３０～　��

������

�������

１０：００～　��
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南小田小学校

�������
８：３０～　　　
大畑コミュティーセンター

�����
������� ���役場本庁

���神崎支庁舎
���長谷支所
���中央公民館
���神崎公民館
���大河内保健福祉センター

���グリンデルホール
���きらきら館
���ピノキオ館
���温水プール
���神崎保育園
���神崎総合病院

����������	�


